
令 和 ３ 年 ５ 月 １ ３ 日 １ ４ 時 ０ ０ 分

資料配布 近畿地方整備局 京都国道事務所

新たなネットワークの完成により、まちづくりを支援
～ 一般国道163号 木津東バイパスの整備効果 ～

き づ ひがし

令和2年3月15日 一般国道163号 木津東バイパスの開通から、１年が経過しました。
き づ ひがし

この度、開通後の整備効果をとりまとめましたのでお知らせします。

■開通後の交通状況の変化

○開通区間に並行する国道24号・国道163号重複区間の交通量は約1割減少

○新たに開通した木津東バイパスの昼間12時間の交通量は約9,300台

■開通による整備効果

○主要渋滞箇所の交通混雑が大幅に緩和

大谷交差点の最大渋滞長 【開通前】 130m ⇒ 【開通後】 0m
お お た に

木津奈良道交差点の最大渋滞長 【開通前】 510m ⇒ 【開通後】 10m
き づ な ら み ち

○重複区間の交通混雑緩和により物流の効率化に寄与

○生活道路の交通減少により交通安全性の向上

○平成24年の『まちびらき』以降、急激に人口が増加する『木津中央地区』などの
き づ ち ゆ う お う

周辺地域の利便性・地域生活の安心向上に寄与

＜取扱い＞

＜配布場所＞ 近畿建設記者クラブ、大手前記者クラブ
京都府政記者クラブ、京都府山城広域振興局

＜問合せ先＞
国土交通省 近畿地方整備局 京都国道事務所
副所長 今井 祐三（いまい ゆうぞう）
計画課長 田中 茂行（たなか しげゆき）

ＴＥＬ ０７５－３５１－３３００（代表）
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開通後の交通状況の変化（交通量）
新たに開通した木津東バイバスの交通量は約9,300台/12h

同時に開通した都市計画道路 東中央線の交通量は約5,900台/12h

国道24号と国道163号の重複区間（①）の交通量は約１割減少

周辺道路の木津奈良道交差点南東側（②）では、交通量が約４割減少

国道24号及び②の周辺道路に並行する区間（③,④）では、交通量が約５～６割増加

木津中央地区周辺へ向かう生活道路（⑤）では、交通量が約８割減少

※交通量調査日 開通前：令和2年2月18日（火）7時～18時台 開通後：令和2年11月11日（水）7時～18時台 1
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利用経路の変化による交通混雑の緩和 ①

三重方面から大阪・奈良方面へ向かうルートが多重化し、三重方面からの
交通の約４割が開通区間を利用

主要渋滞箇所の交通混雑が大幅に緩和（大谷交差点、木津奈良道交差点）

【利用経路の分析手法】
◆ETC2.0プローブデータにより、対象断面を通過した交通の走行経路を分析。
◆ETC2.0プローブデータのサンプル数を車種別の実交通量により拡大した推計交通量を、対象断面の百分率で示した。

※利用台数が100台未満の経路については表示していない。

大阪・奈良方面ルートの多重化（国道１６３号三重方面からの交通）

２ ２

◆実交通量 令和2年2月18日（火） 7時～18時台（京都国道事務所、京都府調べ）
◆ETC2.0プローブデータ 令和2年2月1日～2月29日の平日（1日あたり523件）

◆実交通量 令和2年11月11日（水） 7時～18時台（京都国道事務所、京都府調べ）
◆ETC2.0プローブデータ 令和2年11月1日～11月30日の平日（1日あたり607件）
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2※渋滞長調査日 開通前：令和2年 2月18日（火） 7時～9時台、16時～18時台、 開通後：令和2年11月11日（水） 7時～9時台、16時～18時台
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交通流の変化

地点・交差点名 開 通 前 開 通 後

❶ 木津川橋交差点
直進（西行） １００％

⇒
直進（西行） ６３％

左折（南行） －．． 左折（南行） ３７％

❷ 上狛四丁町交差点
右折（北行） ３３％

⇒
右折（北行） ２５％

左折（南行） ６４％ 左折（南行） ３６％

上狛四丁町

木津IC

木津川橋
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利用経路の変化による交通混雑の緩和 ②

新たな道路ネットワークの形成により、重複区間の交通混雑が緩和され定時
性も向上、物流の効率化や地域の利便性向上に寄与

重複区間の混雑状況

至 奈良市

開通後（R3.1.12 16時台 ） 至 京都市至 京都市開通前（H30.7.19 16時台 ）

至 奈良市

3

地元企業の声

国道24号・163号重複区間の交通混
雑が緩和されたおかげで配送時間
が短縮されました。

開通後は、一時的に重複区間が混
雑した場合でも、東中央線・木津
東バイパス経由で大阪方面や奈良
方面へ向かうルート選択が可能に
なり、助かっています。

※地域の運送会社へのヒアリング調査（R3.3実施）

地域の運送会社

木津東バイパス・東中央線開通に伴い、
利便性が向上することから、木津中央
地区への出店を決めました。

木津東バイパス・東中央線開通後は大阪
方面は木津東バイパス、京都方面は東中
央線を経由して、商品搬入ができるよう
になり、輸送効率が向上しました。

また、開通後は城陽方面・伊賀方面等よ
り広範囲のお客様にご利用頂けるように
なりました。

※地域の大型店舗へのヒアリング調査（R3.3実施）

地域の大型店舗
（H31.3開店）
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利⽤経路の変化による混雑状況の変化
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開通前：令和2年 2月1日～ 2月29日の平日（370件）
開通後：令和2年11月1日～11月30日の平日（486件）

～１ ～３ ～５ ～７ ～９ ～11 ～13 ～15 ～17 ～19 ～21 ～23 ～25 ～27 ～29

上狛四丁町交差点 から ⼤⾕交差点までの
所要時間のばらつきが減少（約21分 ⇒ 約8分）

⇒ 定時性の向上

平均所要時間の変化

開通前 ： 8.4分 ⇒ 開通後 ： 4.5分
出典：ETC2.0プローブデータ

国道24号（南行き） 木津交差点付近の混雑状況

国道24号（南行き） 大谷交差点付近の混雑状況

至 京都市

至 奈良市

至 京都市

至 奈良市

開通後（R3.1.12 16時台 ）開通前（R2.2.18 16時台 ）

【時間信頼性の分析手法】
◆ETC2.0プローブデータにより、所要時間のばらつき（時間信頼性）を分析。
◆17時～18時の上狛四丁町交差点から大谷交差点までの所要時間を算定

し、所要時間毎の車両台数を集計した上で、全通過車両に対する割合を
構成比として示した。



木津中央
地区

利用経路の変化による交通安全性の向上

京都方面から木津中央地区周辺へ向かう交通が生活道路から開通区間へ転換
生活道路の通過交通が大幅に減少することで、交通安全性向上にも寄与

【利用経路の分析手法】
◆ETC2.0プローブデータにより、対象断面を通過した交通の走行経路を分析。
◆ETC2.0プローブデータのサンプル数を車種別の実交通量により拡大した推計交通量を、対象断面の百分率で示した。

※利用台数が100台未満の経路については表示していない。

上狛四丁町

木津川橋

木津IC

開通後
（上狛四丁町交差点）

開通前
（上狛四丁町交差点） 対象断⾯

7,880台/12h

上狛四丁町

木津川橋

木津IC

対象断⾯
8,170台/12h

◆実交通量 令和2年2月18日（火） 7時～18時台（京都国道事務所、京都府調べ）
◆ETC2.0プローブデータ 令和2年2月1日～2月29日の平日（1日あたり580件）

◆実交通量 令和2年11月11日（水） 7時～18時台（京都国道事務所、京都府調べ）
◆ETC2.0プローブデータ 令和2年11月1日～11月30日の平日（1日あたり626件）
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開通前は
生活道路を利用

地元役員の声

※交通量調査日
開通前：令和2年2月18日（火）7時～18時台
開通後：令和2年11月11日（水）7時～18時台

木津奈良道

木津

61%

１

64%

城山台地域長

開通前は、JRを東西に横断できる箇所が少ない
ことから、道幅が狭いにも関わらず交通量が多く
不安を感じていました。

開通後は、木津東バイパス等を経由してJRを東西
に横断できるようになり、利便性が向上しました

それに伴い、地域内における生活道路の交通量が
減り、以前より安心して移動できるようになって
感謝しています。

生活道路の交通量変化
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交通流の変化

地点・交差点名 開 通 前 開 通 後

❶ 上狛四丁町交差点
左折（東行） ２２％

⇒
左折（東行） ３１％

直進（南行） ７８％ 直進（南行） ６８％

❷ 名称無し
（木津交差点 北側）

左折（東行） ７％
⇒

左折（東行） ３％

直進（南行） ６４％ 直進（南行） ６１％
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関西文化学術研究都市の一部である「木津中央地区」では、平成24年5月の
『まちびらき』以降、急激に人口が約27倍に増加

開通により「木津中央地区」から市役所などの公共施設へのアクセスしや
すくなったことで、地域の利便性が向上

二次救急医療施設への救急搬送経路も多重化し、搬送時間に影響する踏切
を避けた経路選択が可能となり、地域生活の安心向上に寄与

木津駅

関西文化学術
研究都市
木津中央地区

大型店舗

京奈和自動車道紀北西道路の概要まちづくりの支援（地域の利便性・安心の向上）
き づ ちゅう おうかん さい ぶん か がく じゅつ けん きゅう と し

5

N

き づ ちゅう おう

開通前は踏切を２箇所通過

山城町
エリア

地元役員・消防組合の声

相楽中部消防組合消防本部へのヒアリング調査（R3.3実施）
そうらく ちゅうぶ

⽊津中央地区から市役所・病院⽅⾯へのアクセス経路の変化

木津中央地区から京都山城総合医療センターへの
搬送時間は、開通区間を経由することで踏切を通過
する必要がなくなり、1分7秒短縮しました。

木津東バイバス・東中央線開通後の救急搬送経路は
幅員が広くカーブが少なくなり、揺れや急ブレーキ
が少なくなったことで、患者への負担が軽減し、
救急車での応急処置が行いやすくなりました。

相楽中部

消防組合

木津中央地区における京都山城総合
医療センターへの搬送時間の変化

25
26
27
28
29

（分）

開通前
（118件）

開通後
（110件）

28分9秒
27分2秒

※（ ）は木津中央地区への救急出動回数
開通前 （H31.3.15～R2.3.15）
開通後 （R2.3.15～R3.3.15）

※時間は「覚知～病着」に要した時間

出典：相楽中部消防組合消防本部

平均1分7秒短縮！

城山台

地域長

木津川を挟んだ山城町等の地域
から木津中央地区への買い物や
行き来が、東中央線の開通により
大変便利になったとの声を聞いて
います。
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(人) 木津中央地区の人口推移 (世帯)

出典：木津川市の住民基本台帳登録
世帯・人口集計表（各年12月末現在）

城山台地域長（木津中央地区内の地域）
へのヒアリング調査（R3.3実施）
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東中央線

木津東バイパス

○開通概要

区間
(起)京都府木津川市木津天神山

(至)京都府木津川市木津馬場南

道路延長 ０．６ｋｍ

車線数 ２車線

標準幅員 １６．０ｍ

○主な事業の経緯

年 度 事業実施項目

平成21年度 事業化

平成24年度 用地着手

平成25年度 工事着手

令和2年3月15日 開通

き づ がわ き づ ば ばみなみ

き づ がわ き づ てんじんやま

○標準断面図

【木津東バイパス】

【東中央線】

6

一般国道１６３号 木津東バイパスの概要

き づ ひがし

年 度 事業実施項目

平成23年度 事業化

平成24年度 用地着手

平成28年度 工事着手

令和2年3月15日 開通

○【参考】都市計画道路 東中央線の概要（京都府整備）

区間
(起)京都府木津川市木津

(至)京都府木津川市山城町上狛

道路延長 １．４ｋｍ

車線数 ２車線

標準幅員 １２．０ｍ

一般国道163号 木津東バイパスは、関西文化学術研究都市「木津中央地区」の開発

や地域のまちづくりを支援するほか、国道24号、163号の重複区間における慢性的な交

通混雑の緩和を目的とした道路であり、令和2年3月15日（日）に全線開通しました。

き づ ちゅう おうかん さい ぶん か がく じゅつけん きゅう と し

なお、京都府が整備した都市計画道路 東中央線も同時に開通しています。
ひがしちゅうおう

き づ がわ やましろちょうかみこま

き づ がわ き づ

R2.3.15 開通区間

R2.3.15 開通区間


